
     
 

第３回サリドマイド胎芽症研究会 

━  ご案内  (3rd Circular)  ━ 

謹啓 

皆様方におかれましては、日々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

さて、第 2回サリドマイド胎芽症研究会を開催してからはや 2 年が経過しましたが、この 2 年間の活

動を踏まえて第 3 回リドマイド胎芽症研究会を開催することに致しました。ご多忙中とは存じますが、

サリドマイド胎芽症に関わりのある先生方、医療関係者、医薬品関係者の皆様に是非お集まりいた

だき、サリドマイド胎芽症に関する医療情報の交換および今後の診療・支援のあり方について活発な

ご討論をお願いできればと思っております。大勢の皆様のご参加をお待ち申し上げます。 

敬白 

   平成 31年 1 月吉日 

        国立国際医療研究センター病院腎臓内科 

     サリドマイド胎芽症患者の健康、生活実態の把握及び支援基盤の構築  研究班長 

                      日ノ下  文 彦 

・日時  2019 年 2 月 9 日（土） 午前 10 時 00 分～午後５時 00 分 

・場所  東京 御茶ノ水 ソラシティー  カンファレンスセンター（テラス ルーム） 

        東京都千代田区神田駿河台４－６     TEL 03-6206-4855 

               JR 御茶ノ水駅聖橋口から徒歩 1分、 地下鉄千代田線新御茶ノ水駅 B2 出口直結 

               地下鉄丸の内線御茶ノ水駅から徒歩 1分、 都営地下鉄新宿線小川町駅から徒歩 6分 

     駐車場： 午前 7 時～午後 9時   300 円/30分 

・受付   ご参加の皆様の受付は 2階のテラスルーム前で行う予定です。ご来場時には、必ず 

    ご記帳をお願い申し上げます。参加費は 500円です。 

・ご出席のご連絡およびお問合せ先       

     ご出席される方は、国立国際医療研究センター腎臓内科の秘書 豊田もしくは日ノ下まで。     

TEL     03-3202-7181（代） 

E-mail:  ctoyota@hosp.ncgm.go.jp       fhinoshi@hosp.ncgm.go.jp 

 

mailto:fhinoshi@hosp.ncgm.go.jp


 

議事次第 （敬称略）   

時間 内容 演者 司会 

10:00 - 10:10 開会のご挨拶                  

安中  健 厚労省医薬品副作用被害対策室長     

大西 真  国立国際医療研究センター病院長     

佐藤 嗣道  いしずえ理事長 

日ノ下 

10:10 - 10:40 
研究班の活動報告と第 2次健康・

生活調査結果について 
国立国際医療研究センター病院腎臓内科 日ノ下 

今井 

10:40 - 11:00 歯科・口腔外科診療 国立国際医療研究センター病院歯科・口腔外科 丸岡 長瀬 

11:00 - 11:20 精神科診療 国立国際医療研究センター精神科 今井 長瀬 

11:20 - 11:40 
サリドマイド胎芽症診療の問題点  

━  リハビリテーション科の立場から 

東京大学医学部付属病院リハビリテーション科  

芳賀 

田嶋 

11:40 - 12:00 耐糖能障害・内分泌障害診療 京都医療センター健診センター 田上 田嶋 

12:00 - 13:00 昼休み   

13:00 - 13:50 
特別講演Ⅰ  “サリドマイドの催奇

形性について（演題名未定）” 

東京医科大学ナノ粒子先端医学応用講座          

半田 宏 教授 

芳賀 

13:50 - 14:10 呼吸器内科診療 帝京大学医学部内科学 長瀬 田上 

14:10 - 14:30 放射線診断科診療 国立国際医療研究センター放射線診断科 田嶋 田上 

14:30 - 14:50 耳鼻咽喉科診療 国立国際医療研究センター耳鼻咽喉科 田山 栢森 

14:50 - 15:05 
人間工学的にできること                 

（詳細未定） 

佛教大学保健医療技術学部 白星  

滋賀医科大学衛生学 辻村 

栢森 

15:05 - 15:35 サリドマイド胎芽症診療について 帝京平成大学健康メディカル学部 柏森 藤谷 

15:35 - 15:50 休憩   

15:50 - 16:50 

特別講演Ⅱ 

“Pain and Mobility in People 

with Thalidomide 

Embryopathy” 

Klinik für Anästhesiologie und operative 

Intensivmedizin Schön Klinik Hamburg                 

Dr. Rudolf Beyer 

日ノ下 

16:50 - 17:00 閉会の辞と記念撮影 日ノ下   

 

 

 

 

 

 

 

 



 


